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笑顔がはじけた 
連合運動会！ 
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暑
い
！
熱
い
！
地
球
温
暖
化
と 

　
　
気
候
変
動
」
我
が
町
の
関
わ
り 

　７月１５～１６日奈良県斑鳩町で行われ

た地球環境を考える自治体サミットに出席､

上勝町のゴミ処理はじめ「究極のごみ

ゼロ社会を目指して」を紹介し､ 意見

交換、大会宣言を採択し、地球温暖化

防止等に積極的に取り組むことになり､

来年度は茨城県東海村で行うことになり

ました。 

地球環境を考える自治体サミット 地球環境を考える自治体サミット 地球環境を考える自治体サミット 第7回 

                 

異
常
気
象
の
原
因 

 

　
世
界
各
地
で
、
異
常
気
象
が
起

き
、
ロ
シ
ア
で
は
干
ば
つ
に
よ
り

小
麦
が
輸
出
禁
止
に
な
り
、
中
国

な
ど
で
は
、
大
洪
水
の
た
め
壊
滅

的
な
被
害
が
出
る
一
方
南
米
で
は
、

局
地
的
な
寒
波
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
大
き
な
気
候
変
動
が
地
球
規
模

で
起
き
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
地
球
規
模
の
気
候
変
動

の
原
因
は
、
空
気
中
の
二
酸
化
炭

素
な
ど
目
に
見
え
な
い
温
室
効
果

ガ
ス
の
増
加
が
主
な
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。 

 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目

標
と
上
勝
町
の
取
り
組
み 

 

　
政
府
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
、

二
酸
化
炭
素
等
温
室
効
果
ガ
ス
を

一
九
九
〇
年
比
八
十
％
以
上
削
減

す
る
た
め 

「
十
年
後
に
温
室
効
果

ガ
ス
を
二
十
五
％
以
上
削
減
す
る
」

こ
と
を
約
束
し
て
い
ま
す
。
上
勝

町
で
は
、
ご
み
処
理
や
木
質
チ
ッ

プ
ボ
イ
ラ
ー
、
電
気
自
動
車
の
導

入
、
太
陽
光
・
小
水
力
発
電
な
ど
、

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
実
証
実
験

（
緑
の
分
権
改
革
）に
取
り
組
み
、

ア
メ
リ
カ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
ス
ト

社
か
ら
取
材
に
く
る
な
ど
国
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

木
材
の
温
室
効
果
ガ
ス
の

吸
収
が
減
少
　 

 
　
地
球
温
暖
化
と
深
い
関
わ
り
の

あ
る
森
林
は
、
国
土
の
六
十
七
％

上
勝
町
の
※
八
十
八
％
の
面
積
を

し
め
国
内
で
は
、
森
林
が
適
正
に

管
理
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
日

本
の
二
酸
化
炭
素
総
排
出
量
の
三
・

八
％
を
吸
収
す
る
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
十
年
後
二
・

八
％
に
減
少
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
森
林
の
管
理
を

担
っ
て
い
る
、
徳
島
中
央
森
林
組 

上
勝
町
長
　
　

笠

松

和

市
　 

　
日
本
で
は
今
年
五
月
末
以
降
、
熱
中
症
で
四
万
人
以
上
が
病
院
へ
、
百
四
五
人
以
上
が

死
亡
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
地
球
温
暖
化
と
気
候
変
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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合
の
上
勝
支
所
労
務
班
十
三
人
中

七
十
歳
以
上
が
八
人
と
な
り
、
森

林
管
理
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
人
材
不
足
の
原

因
の
一
つ
に
、
下
記
の
図
の
通
り

木
材
価
格
の
暴
落
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
上
勝
町
や
森
林
組
合
、（
株
）

も
く
さ
ん
等
で
今
後
の
森
林
林
業

労
働
者
の
確
保
育
成
に
つ
い
て
、

緊
急
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。
併
せ
て
森
林
の
公
益
機
能
を

発
揮
さ
せ
る
た
め
、
長
期
安
定
的

な
財
源
と
し
て
、
全
国
森
林
環
境

税
の
創
設
を
政
府
に
要
望
し
て
い

ま
す
。 

※
上
勝
町
の
森
林
面
積
は
、
平
成

二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
の

徳
島
県
の
森
林
資
源
現
況
表
に

よ
る
。 

 

10月1日に 
国勢調査を実施します！ 

平成22年10月1日 

�国勢調査は、日本に住んでいるすべての人が対象となります。 
�9月下旬に、総務大臣から任命された国勢調査員が皆さんのお宅へ、
調査票の配布にうかがいます。 

�10月1日（金）現在の皆さんの状況を調査表に記入していただきます。 
�記入していただく項目は、男女の別、出生の年月、5年前の住居の所
在地、就業状態、住業地・通学他、住居の種類などです。 

�国勢調査の結果は、法定人口としての利用、少子高齢化社会への取
組や皆さんのまちづくりに活かされます。 

�国勢調査員をはじめとする調査関係者には、守秘義務があり、調査
内容の秘密は保護されます。 

総務省統計局　http://www.stat.go.jp/   　上勝町 
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上勝町消防団総合防災訓練 上勝町消防団総合防災訓練 上勝町消防団総合防災訓練 
　
去
る
九
月
五
日
、
町
内
全
域
で

南
海
・
東
南
海
地
震
を
想
定
し
た

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
訓
練
は
、
分
団
ご
と
に

地
域
と
連
携
し
た
消
防
団
員
に
よ

る
住
民
の
安
否
確
認
及
び
情
報
伝

達
訓
練
と
各
分
団
ご
と
に
連
結
バ

ル
ブ
な
ど
を
使
っ
た
放
水
訓
練
、

役
場
職
員
は
役
場
本
庁
へ
診
療
所

職
員
は
上
勝
診
療
所
へ
一
部
を
除

き
歩
い
て
参
集
し
、
道
中
の
避
難

所
の
確
認
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
併
せ
て

徳
島
県
防
災
ヘ
リ
も
福
原
農
村
公

園
で
駐
機
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ヘ
リ
の
離
着
陸
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
周
辺
の
方
々
に
は
騒
音
、
強

風
に
よ
り
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
ま
し
た
。
今
後
も
、
緊
急
時
に

は
ヘ
リ
の
離
着
陸
で
ご
迷
惑
を
お

か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　
近
い
将
来
、
南
海
地
震
は
起
こ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の

知
識
を
深
め
、
非
常
食
の
準
備
、

非
常
時
に
持
ち
出
す
物
な
ど
を
確

認
し
て
お
く
な
ど
、
も
し
も
の
時

に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

      

　
金
石
団
長
以
下
次
の
体
制
で
引

き
続
き
消
防
団
活
動
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
の
で
住
民
の
皆
様
の
ご

支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
二
年
十
月
一
日
以
降

の
役
員
体
制
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 
上
勝
町
消
防
団 

本
　
　
団
　
団
　
長
　
金
石
精
一 

　
〃
　
　
　
副
団
長
　
西
　
利
一 

　
〃
　
　
　
副
団
長
　
西
峰
勝
義 

　
〃
　
　
　
副
団
長
　
安
井
勢
治 

福
川
分
団
　
分
団
長
　
上
野
　
金 

藤
川
分
団
　
分
団
長
　
佐
々
木
義
浩 

傍
示
分
団
　
分
団
長
　
山
下
俊
洋 

福
原
分
団
　
分
団
長
　
酒
井
直
美 

生
実
分
団
　
分
団
長
　
掘
田
幸
人 

旭

分

団
　
分
団
長
　
柳
瀬
武
志 

役
員
体
制
の 

　
　
お
知
ら
せ 

上
勝
町
消
防
団 

未来の消防団員！ 未来の消防団員！ 未来の消防団員！ ぼくたち ぼくたち 

　9月1日、消防団藤川分団の協力を得て、上勝幼稚園と

彩保育園が合同で放水訓練を行いました。藤川谷川に向

かって団員と一緒に放水の体験をした園児達は勇ましく、

未来の上勝町を守ってくれる予感を感じました。 

　「将来はぼくも消防団員になりたい！」笑顔あふれる楽

しい放水訓練でした。 
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平成22年度 上勝町連合運動会 上勝町連合運動会 を開催しました 

　上勝町連合運動会は9月

12日に、上勝中学校グラウ

ンドにおいて開催されました。

暑い日でしたが、幼・保育

園児、小学校児童、中学校

生徒、一般と子どもからお

年寄りまで総勢500名近く

の幅広い世代の参加者が、

各競技に一生懸命取り組ん

で汗をかき、大盛況ののち

閉会いたしました。 

　参加された皆さん大変お

疲れ様でした。 

少
年
少
年
の
主
張
弁
論
大
会

主
張
弁
論
大
会
で 

県
大
会
最
優
秀
賞

県
大
会
最
優
秀
賞
に
輝
く 

少
年
少
年
の
主
張
弁
論
大
会

主
張
弁
論
大
会
で 

県
大
会
最
優
秀
賞

県
大
会
最
優
秀
賞
に
輝
く 

少
年
の
主
張
弁
論
大
会
で 

県
大
会
最
優
秀
賞
に
輝
く 

　
去
る
九
月
七
日
、
今
年
度

の
小
松
島
・
勝
浦
・
上
勝
地

区
　
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
　
中
学
生
徒
「
少
年
の
主

張
」
大
会
が
小
松
島
市
の
立

江
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
上
勝
中
学

校
代
表
と
し
て
出
場
し
て
い

た
、
田
村
愛
里
さ
ん
が
、「
笑

顔
の
バ
ト
ン
」
と
題
し
て
発

表
し
、
地
区
の
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
十
四
日
に
徳
島
市
で

開
催
さ
れ
た
、
徳
島
県
大

会
に
地
区
代
表
と
し
て
出

場
し
、
見
事
徳
島
県
の
最

優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
受
賞
を
町
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
祝
福
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

　
こ
の
後
、
中
国
四
国
大

会
に
は
、
書
類
審
査
と
県

大
会
の
映
像
審
査
に
よ
る

審
査
を
受
け
、
審
査
を
通

過
す
る
と
、
十
一
月
に
東
京

で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
に

出
場
で
き
ま
す
。  

▲徳島県の最優秀賞に選ばれた田村愛里さん 

▲上勝戦国時代、幕開け！ 

▲体育指導委員チーム優勝！！ 

▲全員リレー中学生 ▲みんなであ～ん 



上勝町上勝町の男性男性では初の 
満100歳おめ歳おめでとうございます 
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九
月
二
十
日
、
上
勝
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
上

勝
町
敬
老
式
典
を
開
催
し
、
約
二

百
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

　
式
典
で
は
、
笠
松
町
長
か
ら
「
皆

様
方
は
戦
争
と
い
う
恐
ろ
し
い
体

験
を
さ
れ
、
戦
前
戦
中
戦
後
の
苦

難
を
乗
り
越
え
ら
れ
今
日
の
豊
か

な
日
本
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
様
方
の
ご
苦
労
に
対
し
ま
し
て

敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。 

　
今
日
ま
で
つ
ち
か
っ
て
こ
ら
れ

ま
し
た
皆
様
の
貴
重
な
体
験
を
子
々

孫
々
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
も
益
々

ご
健
勝
で
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

と
式
辞
が
あ
り
、
そ
の
後
今
年
度

百
歳
の
日
下
春
雄
様
に
内
閣
総
理

大
臣
祝
状
お
よ
び
記
念
品
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。 

　
続
い
て
上
勝
町
長
か
ら
九
十
歳

以
上
の
長
寿
表
彰
、
米
寿
表
彰
、

喜
寿
表
彰
、
結
婚
六
十
年
表
彰
、

結
婚
五
十
年
表
彰
に
該
当
さ
れ
ま

し
た
お
一
人
お
ひ
と
り
に
表
彰
状

と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
来
賓
の
方
々
か
ら
心
の
こ

も
っ
た
祝
辞
を
い
た
だ
き
、
被
表

彰
者
を
代
表
し
て
亀
井
宏
紹
様
が

謝
辞
を
述
べ
、
盛
会
に
式
典
が
終

了
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
た
式
典
後
、
上
勝
町
芸
術
文

化
協
会
に
よ
る
詩
吟
、
大
正
琴
、

踊
り
等
が
披
露
さ
れ
、
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。 

欠
席
さ
れ
た
百
歳
の
田
村
ハ
ル
ノ

様
、
五
見
ト
ヨ
ノ
様
に
つ
い
て
は
、

健
祥
会
施
設
に
お
い
て
、
内
閣
総

理
大
臣
祝
状
お
よ
び
記
念
品
が
伝

達
さ
れ
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
百
三
歳
の
長
曽
根
麻
子

様
、
百
一
歳
の
谷
口
ハ
ル
ヱ
様
に

つ
い
て
も
、
健
祥
会
施
設
に
お
い

て
県
知
事
祝
状
と
記
念
品
が
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。 

お
元
気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い

敬
老
式
典

敬
老
式
典

敬
老
式
典

敬
老
式
典

敬
老
式
典

第
四
十
四
回 

内
閣
総
理
大
臣
記
念
品
伝
達 

（
百
歳
）　
　
　
　
　
　
　
三
名 

 

徳
島
県
知
事
祝
状
・
記
念
品 

贈
呈（
百
一
歳
以
上
）　
　
二
名 

 

上
勝
町 

長
寿
表
彰（
九
十
歳
以
上
）　
　 

七
十
九
名 

米
寿
表
彰（
八
十
八
歳
）　
　
　 

二
十
名 

喜
寿
表
彰（
七
十
七
歳
）　 

四
十
六
名 

結
婚
六
十
年
表
彰
　
　
　
八
組 

結
婚
五
十
年
表
彰
　
二
十
一
組 

▲たくさんの方が受賞されました 

上勝町上勝町の男性男性では初の 
満100歳おめ歳おめでとうございます 
上勝町の男性では初の 
満100歳おめでとうございます 日下春雄さん 

　9月13日、日下春雄さん（正木）は、めでたく満100歳になられ、誕生日のよき日に、入所さ

れている特別養護老人ホームピーターラビットにおいて、慶祝訪問が行われました。ご家族や施

設利用者等多数の方が見守る中、徳島県知事代理東部

保健福祉局板谷充顕副局長並びに笠松町長より、祝状

と記念品が贈呈され、笑顔の日下春雄さんでした。 

　これからもお元気で、心豊かな日々を過ごされます

よう願っています。 

▲祝福を受ける日下春雄さん 

大勢の家族親戚や施設の仲間にかこまれて、 
とても幸せそうでした。 

5

平成２１年度決算に基づく健全化判断比率 
及び資金不足比率について 

平成２１年度決算に基づく健全化判断比率 
及び資金不足比率について 

平成２１年度決算に基づく健全化判断比率 
及び資金不足比率について 

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律の規定により次のとおり公表します。 

実質赤字比率 

－ 

15.0 

20.0

連結実質赤字比率 

－ 

20.0 

40.0

実質公債費比率 

8.6 

25.0 

35.0

将来負担比率 

－ 

350.0

上　　勝　　町 

早期健全化基準 

財政再生基準 

（単位：％） 

備考　実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合及び実質公債費比率又は将来負担比率が算定されない場合 
　　　「－」の記載となる。 

◆４つの比率のうち１つでも「早期健全化基準」（黄信号）を超えると、財政健全化計画を策
定しなければならない。 

◆４つの比率のうち１つでも「財政再生基準」（赤信号）を超えると、財政再生計画を策定し
なければならない。 

健全化判断比率 1

資金不足比率 

－ 

－ 

－ 

 

経営健全化基準 

20.0 

20.0 

20.0

 東地区簡易水道事業特別会計 

 西地区簡易水道事業特別会計 

 いっきゅう地区簡易水道事業特別会計 

 

（単位：％） 

備考　資金不足額（赤字額）がない場合「－」の記載となる。 

公営企業会計における資金不足比率 2

特別会計の名称 

◆経営健全化基準を超えると、経営健全化計画を策定しなければならない。 

地球にやさしい 
電話帳をつくるため 古い電話帳の回収にご協力を 古い電話帳の回収にご協力を 古い電話帳の回収にご協力を 

　NTTグループでは、地球にやさしい取り
組みとして、新しい電話帳をお届けする際
に古い電話帳を回収させていただき、それ
を新しい電話帳の原材料とする「電話帳ク
ローズドループリサイクル」の取り組みを
行っております。11月に新しい電話帳をお
届けした際には、配達員に今までお使いに
なった古い電話帳をお渡しください。 
　なお、新しい電話帳をお届けした際にご
不在の場合は、後日改めて回収にお伺いい
たしますので、お手数ですがタウンページ

センタまでご連絡ください。 
　また、タウンページセンタでは電話帳に
関する各種ご要望（お届け先や配達冊数の
変更等）も承っております。お気軽にお申
し付けください。 
 
タウンページセンタ 
■フリーダイヤル／0120－506－309　無料 
■受付時間／平日午前9時～午後5時 
■お休み／土曜・日曜・祝日、年末年始（12
月29日～1月3日） 
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駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
大
使
や 

中
国
青
年
代
表
団
第

中
国
青
年
代
表
団
第
二
陣 

公
務
員
分
団

公
務
員
分
団
が
本
町
視
察

本
町
視
察 

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
大
使
や 

中
国
青
年
代
表
団
第

中
国
青
年
代
表
団
第
二
陣 

公
務
員
分
団

公
務
員
分
団
が
本
町
視
察

本
町
視
察 

駐
日
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
や 

中
国
青
年
代
表
団
第
二
陣 

公
務
員
分
団
が
本
町
視
察 

▲中国青年代表団第2陣公務員分団の皆さんと上勝町役場本庁前で記念撮影 

▲くるくるショップにて 

▲（株）もくさんの工場にて 

▲樫原の棚田を視察 

▲いろどりの説明を受けるマレー・マクレーン駐日オーストラリア大使 

　
九
月
八
日
〜
九
日
に
駐
日
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
　
マ
レ
ー
・
マ

ク
レ
ー
ン
氏
ほ
か
三
名
が
来
町
さ

れ
た
。
日
本
の
山
間
地
農
業
の
農

産
物
の
生
産
現
場
を
視
察
す
る
の

は
今
回
が
初
め
て
で
、
九
月
八
日

に
は
、
笠
松
町
長
・
藤
田
議
長
ほ

か
二
名
が
出
迎
え
し
、
大
使
な
ど

と
の
夕
食
懇
親
会
を
実
施
し
交
流

を
図
っ
た
。
九
月
九
日
は
、（
株
）

い
ろ
ど
り
の
横
石
社
長
よ
り
彩
ビ

ジ
ネ
ス
事
業
説
明
を
受
け
た
後
、

彩
農
家
を
訪
問
し
、
も
み
じ
な
ど

の
パ
ッ
ク
詰
め
の
作
業

を
見
学
し
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝

支
所
に
彩
の
集
荷
状
況

を
視
察
し
た
。
ま
た
、 

（
株
）も
く
さ
ん
及
び
樫

原
の
棚
田
の
見
学
、
日

比
ヶ
谷
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
で
の
ゴ
ミ
三
十
四
分

別
や
再
利
用
の
取
り
組

み
の
説
明
を
受
け
る
な

ど
町
内
を
視
察
し
た
。 

　
九
月
九
日
〜
十
日
に
日
中
二
十

一
世
紀
交
流
事
業
に
お
け
る
中
国

青
年
代
表
団
第
二
陣
公
務
員
分
団

（
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務
員
の

方
々
・
二
十
五
〜
三
十
五
才
位
が

中
心
）の
　
蘇
勇
団
長
ほ
か
四
十

名
が
、
本
町
へ
表
敬
訪
問
さ
れ
、

九
月
九
日
は
、
団
長
と
町
長
の
双

方
が
記
念
品
贈
呈
し
た
。
本
町
の

主
な
ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
の

説
明
を
し
、
二
班
に
分
か
れ
役
場

の
若
手
職
員
七
名
と
意
見
交
換
会

を
実
施
し
、
記
念
撮
影
や
役
場
本

庁
内
を
案
内
し
た
。
そ
の
後
、
月
ヶ

谷
温
泉
に
て
夕
食
を
し
な
が
ら
、

日
中
の
交
流
を
図
っ
た
。 

　
九
月
十
日
は
、（
株
）い
ろ
ど
り

の
横
石
社
長
よ
り
彩
ビ
ジ
ネ
ス
事

業
説
明
を
受
け
た
後
、
彩
の
集
荷

状
況
、
ゴ
ミ
三
十
四
分
別
な
ど
町

内
を
視
察
し
た
。 

7

「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
通
信 

〜
集
落
再
生
を
実
現
す
る
〜 

世
界
で
最
も
美
し
い
村
か
ら
学
ぶ 

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス 

     

　
平
成
二
十
二
年
八
月
二
十
七

日（
金
）、
十
九
時
三
十
分
か
ら

福
原
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
理
事
の
杉
一
浩
氏
と
加
藤

俊
宣
氏
を
お
招
き
し
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
約
七
十
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
内
容
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

 

フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
に
見

る
「
美
し
い
村
」
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
　
　
　（
杉
　
一
浩
氏
） 

 

■
フ
ラ
ン
ス
モ
デ
ル 

　
地
域
資
源
の
保
護
を
重
視
し
、

地
産
地
消
に
こ
だ
わ
る 

�
農
産
物
の
供
給
先
は
地
元
の

ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン 

�
マ
ル
シ
ェ（
市
場
）に
は
不
揃
い

の
野
菜
が
並
ぶ 

�
守
る
景
観
と
創
る
修
景
を
別

に
管
理 

�
景
観
保
護
条
例
で
不
動
産
と

し
て
の
価
値
を
向
上
さ
せ
る 

�
経
験
豊
富
な
老
人
と
、
外
か

ら
の
知
恵
や
デ
ザ
イ
ン
力
が

融
合 

■
イ
タ
リ
ア
モ
デ
ル 

　
多
様
な
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
修
景

で
集
客 

�
多
様
な
ツ
ー
リ
ズ
ム（
景
観
、

体
験
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
食
、

イ
ベ
ン
ト
）メ
ニ
ュ
ー
で
一
年

を
通
じ
て
集
客 

�
旧
民
家
や
農
家
住
宅
を
宿
泊

施
設
や
レ
ス
ト
ラ
ン
に
転
用 

�
清
潔
で
快
適
な
宿
泊
施
設
、

質
の
高
い
レ
ス
ト
ラ
ン
が
多

様
選
択
で
き
る 

�
地
域
資
源
の
磨
き
方
�
ど
う

見
せ
る
か 

 

上
勝
町
の
強
み 

 

�
知
名
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
が
あ

る
「
上
勝
」「
い
ろ
ど
り
」 

�
町
民
が
元
気
「
高
齢
者
の
出

番
が
あ
る
」「
Ｉ
・
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
活
躍
の
場
所
が
あ
る
」 

 

上
勝
町
の
弱
み 

 

�
訪
れ
る
人
へ
上
勝
の
魅
力
の

見
せ
方
が
乏
し
い
「
食
・
宿

の
選
択
肢
が
少
な
い
」「
修
景

へ
の
投
資
が
不
足
」 

�
町
民
が
楽
し
む
場
が
不
足 

 

「
カ
フ
ェ
等
で
憩
う
場
所
が
な

い
」 

              

 

日
本
の｢

美
し
い
村｣

の
地

域
ブ
ラ
ン
ド
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
　
　
　（
加
藤
　
俊
宣
氏
） 
 

■
地
域
ブ
ラ
ン
ド
と
は 

　
そ
の
地
域
が
独
自
に
も
つ
歴

史
文
化
・
食
文
化
・
自
然
・
産
業
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
体
験
の「
場
」

を
通
じ
て
精
神
的
な
価
値
へ
結

び
つ
け
、
絆
・
ゆ
と
り
・
非
日

常
感
覚
で「
買
い
た
い
！
」「
訪

れ
た
い
！
」「
交
流
し
た
い
！
」「
住

み
た
い
！
」
を
誘
発
し
、
地
域

の
自
立
活
性
化
を
図
る
こ
と
。 

 

　
〜
愛
郷
心
あ
ふ
れ
る
人
々
が
、

美
し
い
景
観
の
中
で
誇
り
を
持
っ

て
生
き
、
古
く
て
新
し
い
村
づ

く
り
〜
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

■
美
し
い
村
加
盟
町
村
の
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル 

�
熊
本
県
南
小
国
町
…
黒
川
温

泉（
歴
史
・
自
然
・
ふ
れ
あ
い

交
流
で
観
光
） 

�
長
崎
県
小
値
賀
町
…
大
人
島

ス
テ
イ（
高
い
レ
ベ
ル
の
料
理
・

宿
） 

�
長
野
県
中
川
村
…
カ
フ
ェ
・

セ
ラ
ー
ド 

�
高
知
県
馬
路
村
…
柚
商
品（
魅

力
あ
る
村
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の

開
発
） 

■
上
勝
ブ
ラ
ン
ド
は
… 

�
明
る
く
元
気
な
イ
メ
ー
ジ
の 

　「
彩
事
業
」 

�
世
界
か
ら
注
目
さ
れ
る 

　「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
活
動
」 

�
豊
か
な
自
然
資
産 

「
棚
田
・
ブ
ナ
の
原
生
林
・
す

だ
ち
・
し
い
た
け
」 

 

　
上
勝
町
の
ビ
ジ
ョ
ン（
将
来
構

想
）と
し
て
は
、
外
部
の
人
が「
上

勝
」
に
何
を
求
め
て
い
る
か
を
、

若
い
人
が
中
心
に
な
っ
て
経
験

豊
富
な
高
齢
者
と
一
緒
に
勉
強

す
る
。 

               

　
世
界
の「
最
も
美
し
い
村
」
は

フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、

カ
ナ
ダ
、
日
本
で
設
立
さ
れ
て

い
ま
す
。 
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「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊

協
力
隊
」 
「
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
」 

中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
を 

　
　
　
上
勝
町
で
行
い
ま
し
た
。 

　
地
球
緑
化
セ
ン
タ
ー
の「
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
事
業
も
今
期

で
十
七
回
を
迎
え
、
受
入
れ
町

村
も
四
十
五
町
村
、
五
十
四
名

と
大
規
模
に
な
り
ま
し
た
。 

　
一
口
に「
協
力
隊
」と
い
っ
て
も
、

受
入
れ
町
村
の
環
境
や
活
動
内

容
は
様
々
で
す
。
特
に
受
入
れ

年
数
が
浅
い
町
村
は
、
活
動
先

の
確
保
や
、
地
域
と
の
関
わ
り
方
、

協
力
隊
と
し
て
何
を
す
べ
き
か
等
々
、

た
く
さ
ん
の
悩
み
を
抱
え
て
い

ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
毎
年
九
州
地
区
で

開
催
し
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
交
流

会
が
と
て
も
有
意
義
な
成
果
を

出
し
て
い
る
と
の
事
で
、
こ
れ

を
全
国
で
も
開
催
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

　
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク（
上
勝
町
・

佐
那
河
内
村
・
高
知
県
佐
川
町
・

岡
山
県
鏡
野
町
・
矢
掛
町
・
山

口
県
山
口
市
・
下
関
市
）で
は
、

本
町
が
一
番
長
く
受
入
れ
を
し

て
い
る
の
で
、
ま
ず
最
初
に
平

成
二
十
二
年
七
月
二
十
日
か
ら

二
十
一
日
の
両
日
、
交
流
会
の

受
入
れ
を
し
ま
し
た
。 

　
残
念
な
が
ら
、
山
口
県
か
ら

は
参
加
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

岡
山
・
高
知
・
徳
島
の
担
当
者

六
名
、
協
力
隊
員
六
名
で
晩
茶

摘
み
等
で
一
緒
に
汗
を
か
き
な

が
ら
交
流
し
ま
し
た
。 

 

〜
参
加
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
〜 

 

�
貴
重
な
晩
茶
摘
み
体
験
を
し
、

加
工
の
様
子
も
見
学
で
き
、

良
か
っ
た
。
晩
茶
の
作
業
の

協
力
体
制
が
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
。 

�
上
勝
町
の
隊
員
の
活
動
を
う

ら
や
ま
し
く
思
っ
た
が
、
他

の
隊
員
の
活
動
の
様
子
を
見

る
と
、
自
分
の
足
り
な
い
も

の
に
気
づ
い
た
。 

�
実
際
に
一
緒
に
作
業
す
る
こ

と
で
、
協
力
隊
事
業
の
実
態

が
分
か
っ
た
。 

�
上
勝
町
で
は
、
地
域
の

方
が
協
力
隊
事
業
の
目

的
や
効
果
ま
で
、
よ
く

理
解
し
て
く
れ
て
い
る

と
感
じ
た
。
だ
か
ら
こ

れ
だ
け
の
定
住
者
が
い

る
の
が
理
解
で
き
た
。 

�
上
勝
町
は
当
初
、
僕
が

想
像
し
て
い
た「
緑
の
ふ
る
さ

と
協
力
隊
」
に
ま
さ
に
一
致
す

る
場
所
で
し
た
。
山
に
囲
ま

れ
た
集
落
、
美
し
い
川
、
場

所
に
よ
っ
て
様
々
な
表
情
を

持
つ
棚
田
、
そ
う
し
た
自
然

を
感
じ
る
事
が
で
き
、
本
当

に
楽
し
か
っ
た
。 

�
急
峻
な
地
形
で
大
変
な
部
分
を
、

知
恵
と
工
夫
で
取
り
組
ん
で

い
る
部
分
は
と
て
も
勉
強
に
な
っ

た
。
中
身
の
濃
い
話
が
で
き

良
か
っ
た
。 

 

　
参
加
者
は
上
勝
町
の
「
緑
の

ふ
る
さ
と
協
力
隊
」
事
業
の
取

組
の
様
子
を
活
動
体
験
か
ら
見
て
、

自
分
達
の
活
動
の
ヒ
ン
ト
を
得

た
と
思
い
ま
す
。 

　
日
頃
よ
り
、
ご
協
力
頂
い
て

お
り
ま
す
住
民
の
皆
様
に
厚
く

お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。 

▲ワークショップの様子 

9

地区対抗バレーボール大会 地区対抗バレーボール大会 地区対抗バレーボール大会 上勝町体育協会主催 

　恒例の地区対抗バレーボール大会は、
8月 25、26日の 2日間、上勝中学
校体育館において行われ、5地区、7
チーム総勢100名を越える参加によ
り開催され、暑さも吹き飛ばす熱戦が
繰り広げられました。 

▲傍示チーム ▲福川チーム ▲旭チーム 

▲準優勝　藤川Bチーム ▲藤川Aチーム ▲福原生実Bチーム 

▲優勝 福原生実Aチーム 

▲接戦の一場面 

　決勝戦は、福原生実Ａチームが、僅差で藤川Ｂチームに勝ち、
見事優勝の栄冠を勝ち取りました。 

上勝アート里山の彩生研究会ニュース 

　8月28日～29日にかけて、「2010夏ツアー」
を開催しました。 
　28日には、山本浩二氏（東京藝術大学教育研究
助手）をお招きし、「自作の木炭で描く」ワークショッ
プを実施しました。また、　野尻から樫原地区にお
いて展示されている、上勝アースワーク2010の
作品と、平成19年度に作成した、5つのアート作
品の見学会を行いました。 
　参加者からは、「上勝の魅力を感じることができま
した」等の意見を頂きました。 

2010夏ツアー開催 2010夏ツアー開催 2010夏ツアー開催 



10上勝町無料電話健康相談 �0120－24ー8174
フリーダイヤル 24時間 や ま い な し  

鳥
　
海
　
進
　
一 

○ 150

健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
健
康
の
達
人
達
人
に
な
ろ
う

に
な
ろ
う 
健
康
の
達
人
に
な
ろ
う 

　
っ
て
　
す
る

健
康
情
報 
知 
得 
知 
得 

　
朝
夕
に
は
多
少
の
冷
気
を
感
じ

る
頃
と
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

　
今
回
の
健
康
情
報
は
「
ダ
イ
エ

ッ
ト
」
に
つ
い
て
お
話
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
最
近
行
っ
た
健
康

診
断
の
結
果
を
み
て
、「
肥
満
だ

け
が
唯
一
の
異
常
だ
っ
た
か
ら
心

配
な
い
わ
〜
。」
な
ど
と
安
心
し

て
い
る
そ
こ
の
ア
ナ
タ
！
実
は
肥

満
（
腹
囲
オ
ー
バ
ー
）だ
け
で
も

動
脈
硬
化
の
立
派
な
リ
ス
ク
に
な

る
の
で
要
注
意
な
の
で
す
。 

　
体
に
つ
く
脂
肪
は
、
皮
膚
の
下

に
つ
く
「
皮
下
脂
肪
」
と
内
臓
の

周
囲
に
つ
く
「
内
臓
脂
肪
」
に
分

け
ら
れ
ま
す
。
皮
下
脂
肪
は
大
量

に
蓄
積
し
な
い
限
り
は
健
康
に
ほ

と
ん
ど
影
響
し
ま
せ
ん
が
、
内
臓

脂
肪
は
過
剰
に
蓄
積
す
る
と
脂
質

の
異
常
、
血
圧
の
上
昇
、
血
糖
値

の
上
昇
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ

れ
ら
が
基
準
値
を
超
え
る
と
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

診
断
さ
れ
る
わ
け
で
す
。  

  

内
臓
脂
肪
が
た
ま
る
の
は
、
食

べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
が
、
動
い
て
消
費
し
た
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
上
回
る
こ
と
が
原
因
で
す
。

た
だ
し
、
皮
下
脂
肪
に
比
べ
て
内

臓
脂
肪
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
簡
単
に

減
ら
し
や
す
い
脂
肪
で
す
。 

　
栄
養
学
で
御
高
名
な
京
都
府
立

医
科
大
学
の
吉
田
俊
秀
教
授
は
、

標
準
体
重
ま
で
下
げ
る
よ
う
な
肥

満
症
の
治
療
の
必
要
は
な
く
、
ま

ず
三
ヶ
月
間
で
ほ
ん
の
十
％
、
脂

肪
の
量
を
減
ら
す
、
あ
と
は
運
動

で
体
重
を
維
持
し
て
健
康
な
肥
満

に
な
れ
ば
、
病
気
に
関
係
す
る
ホ

ル
モ
ン
の
分
泌
は
全
部
正
常
化
す

る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
以
下
に
、
最
近
テ
レ
ビ
で
も
紹

介
さ
れ
た
「
計
る
だ
け
ダ
イ
エ
ッ

ト
」
の
方
法
を
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

 

①
体
重
を
一
日
二
回
測
定
。
朝
は

起
床
直
後
ト
イ
レ
を
済
ま
せ

た
後
で
、
夕
方
は
夕
食
直
後
に
。 

②
一
目
盛
一
〇
〇
グ
ラ
ム
の
グ
ラ

フ
を
作
成
・
記
入
し
、
で
き

れ
ば
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
描
く

よ
う
に
す
る
。 

③
体
重
が
増
え
た
と
き
は
、
自
分

な
り
の
言
い
訳
を
書
き
込
ん

で
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
さ
せ
な
い
。 

④
一
日
五
〇
〜
一
〇
〇
グ
ラ
ム
減

ら
す
こ
と
を
目
標
に
す
る
。 

＊
過
度
の
減
量
は
禁
物 

⑤
体
重
計
は
ふ
だ
ん
良
く
通
る
場

所
に
置
い
て
計
り
忘
れ
を

防
ぐ
。 

⑥
グ
ラ
フ
は
目
に
付
く
場
所

に
貼
っ
て
変
化
を
楽
し
む
。 

＊
「
言
い
訳
欄
」
に
体
重
が

増
え
た
理
由
（
言
い
訳
）

を
書
く
こ
と
が
、
肥
満
の

原
因
を
探
る
の
に
有
効 

 

　
今
ま
で
の
ダ
イ
エ
ッ
ト
法

で
失
敗
し
た
原
因
の
ほ
と
ん

ど
が
、
食
事
の
誘
惑
の
強
引

な
押
さ
え
込
み
に
あ
り
ま
す
。

「
計
る
だ
け
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
は
、

体
重
が
減
る
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
実
感
す
る
無
理
の
な

い
ダ
イ
エ
ッ
ト
法
な
の
で
す
。 

　
か
く
い
う
私
も
体
脂
肪
率

が
年
々
増
え
て
お
り
、
と
て

も
人
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

皆
様
も
無
理
の
な
い
ダ
イ
エ

ッ
ト
、
無
理
の
な
い
運
動
療

法
に
励
み
ま
し
ょ
う
。「
ロ
ー

マ
は
一
日
に
し
て
成
ら
ず
」

で
す
ね
。 

1
減量目標は 
現在の体重の 

5％ 

2
3ヶ月（90日間） 
かけて減量 

3
1日の減量目標は 
50～100ｇ 

4
100ｇ体重計で 
朝晩2回 

体重をチェック 

必ず紙に記録 
しておく 

5
体重が 

増えたときは 
言い訳を記入 

6
がんばらない 
無理なことは 
やらない 

7 8
目標達成時には 
自分へのごほうびを 
決めておくこと 

11

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
接
種

の
お
知
ら
せ
★

高
丸
山
で
太
極
拳

☆子宮頸がん予防ワクチン

接種について☆

10月1日から、徳島県及び上勝
町の公費負担により、中学3年生
に相当する年齢の女子は、子宮頸
がん予防ワクチン接種を無料で
受けられるようになりました。 

対象 

小学6年生まで 

（13歳未満） 

中学1年生から 

65歳未満の方 

65歳以上の方 

負担金 

1回目：1,000円 

 2回目：1,000円 

2,600円 
 

1,300円 

 

 

インフルエンザ 

HAワクチン 

〈3価ワクチン〉 

接種回数 

2回 

 

1回
 

 

1回 

ただし、町外の医療機関で接種される場合には、上記費用とは異なります。 

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

貯
筋
教
室

十
月
二
十
七
日
� 

　
十
四
時
〜
十
六
時 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

会
　
費
　
一
回
　
五
百
円 

◎
二
時
間
み
っ
ち
り
指
導

を
受
け
て
、
五
百
円
は

ず
い
ぶ
ん
お
得
な
会
費

だ
と
思
い
ま
す
よ
。 

上勝町診療所の

歯の健康相談

10月13日� 
9：30〜11：00

10月25日� 
13：30〜15：00

歯科衛生士による歯やお口の相談です 

　
平
成
二
十
二
年
十
月
よ
り
、
新

た
な
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

が
始
ま
り
ま
す
！ 

※
去
年
度
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
や
、

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
方
に
つ
い
て
も
こ
の
ワ
ク
チ
ン

を
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

　
対
象
者 

　
す
べ
て
の
国
民
の
み
な
さ
ま
が

対
象
で
あ
り
、
優
先
接
種
対
象
者

等
に
つ
い
て
は
、
今
年
は
定
め
な

い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て 

  

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
季
節

性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
両
方
の
ワ

ク
チ
ン
を
含
め
た
『
３
価
ワ
ク
チ

ン
』
と
い
う
新
し
い
ワ
ク
チ
ン
が

接
種
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

 

　
申
し
込
み
・
受
付
日
時 

◎
申
し
込
み
先
　
上
勝
町
診
療
所 

◎
受
付
日
時
　 

十
月
四
日（
月
）〜
十
月
八
日（
金
）

　
診
療
時
間
内
に
お
電
話
等
で
、

希
望
す
る
接
種
日
の
申
し
込
み
を

し
て
く
だ
さ
い
。 

�
四
四
│

五
〇
一
〇 

IP
〇
五
〇
│
三
四
三
八
│
七
八
七
二 

 

　
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
・
負
担
金 

                   

※
な
お
、
上
勝
町
で
は
次
の
方
に

対
し
て
費
用
負
担
の
軽
減
を
実
施

し
ま
す
。 

〈
負
担
軽
減
対
象
者
〉 

　
①
生
活
保
護
世
帯
の
方 

　
②
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
方 

〈
補
助
額
〉　
全
額
補
助 

◆
負
担
軽
減
対
象
者
に 

　
該
当
す
る
方
へ 

次
の
①
か
②
の
ど
ち
ら
か
の
方

法
で
助
成
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

そ
の
①
　
接
種
前
に
、
役
場

住
民
課
ま
た
は
支
所
で
費
用
負

担
軽
減
証
明
書
の
交
付
を
受
け

て
、
診
療
所
に
持
参
す
る
と
、

窓
口
で
の
負
担
金
は
不
要
で
す
。 

 

そ
の
②
　
接
種
後
に
負
担
金

を
支
払
っ
た
方
は
、
後
日
に
、

領
収
書
、
予
防
接
種
済
証
、
還

付
先
の
通
帳
、
印
鑑
を
お
持
ち

に
な
り
、
役
場
住
民
課
ま
た
は

支
所
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
町
外
で
接
種
す
る
場
合
】 

　
助
成
額
に
つ
い
て
は
接
種
先

の
費
用
負
担
額
に
関
わ
ら
ず
、

町
内
で
補
助
す
る
額
と
同
額
と

な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ

い
。 

※
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
あ
た
っ
て 

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
多
く
の
方
々

に
重
症
化
予
防
と
い
う
効
果
を
も

た
ら
し
ま
す
が
、
接
種
後
に
腫
れ

る
、
熱
が
出
る
等
の
症
状
が
出
る

場
合
も
あ
り
、
ま
れ
に
重
篤
な
症

状
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り

ま
す
。
こ
の
点
を
ご
理
解
の
上
、

個
人
の
判
断
に
よ
り
接
種
を
し
て

頂
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

                 

　
ゆ
っ
た
り
楽
そ
う
な
太
極
拳
。

実
は
、
す
ご
い
運
動
で
す
よ
。 

　
秋
の
高
丸
山
で
、
み
ん
な
で
太

極
拳
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
！ 

◆
と
　
き
　
十
月
二
十
三
日
（
土
） 

　
　
　
　
　
十
時
〜
十
五
時 

◆
と
こ
ろ
　
高
丸
山
他 

※
十
時
に
、
大
字
旭
の
「
千
年
の

森
ふ
れ
あ
い
館
」
集
合 

◆
準
備
　
弁
当
・
飲
物
・
タ
オ
ル 

　
　
　
　
着
替
え
ま
た
は
上
着 

　
　
　
　
運
動
靴 

◆
会
費
　
五
百
円 

※
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
・
お
申
込

み
は
、
千
年
の
森
ふ
れ
あ
い

館
ま
で
（
☎
四
四
ー
六
六
八
〇
） 

 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜 

〜
〜
〜
〜 
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案 内 板
町制55周年記念事業 

　　　徳島県文化研修会　上勝町芸術文化祭 
上勝町芸術文化協会20周年記念事業の開催について 
第25回 

■
と
　
き
　
十
一
月
十
三
日（
土
） 

　
　
　
　
　
　
　
　
十
四
日（
日
） 

九
時
〜 

■
と
こ
ろ
　
上
勝
中
学
校
体
育
館 

 

　
県
内
各
市
町
村
文
化
協
会
の

会
員
が
一
同
に
会
し
、
研
修
し

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
、
県
内
の
受
持
ち
市
町
村

で
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

　
十
三
日
か
ら
十
四
日
に
か
け

会
場
内
に
町
内
各
グ
ル
ー
プ
の

作
品
を
展
示
し
て
お
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
十
四
日
の
午
前
は
記

念
式
典
を
行
い
、
二
十
周
年
記

念
表
彰
や（
有
）環
境
と
ま
ち
づ

く
り
代
表
澤
田
俊
明
氏
に
よ
る

重
要
文
化
的
景
観
に
つ
い
て
の

講
演
な
ど
を
予
定
し
、
午
後
は

町
内
各
グ
ル
ー
プ
の
芸
能
発
表

を
開
催
し
ま
す
。 

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

■日　時　平成22年10月7日（木） 
午後2時20分～3時30分 

■場　所　上勝小学校　多目的室 

　食育の大切さが言われている中で、上勝町

教育委員会では、今年度、文部科学省から「栄
養教諭を中核とした食育推進事業」の指定を
受け、町内の幼・小・中学校で、魅力ある食

育を推進し、子どもの健全な食生活の実現と、

豊かな人間形成を図ることを目標に、「食に
関する指導の充実」「学校給食における地産
地消の推進」「生きた教材としての学校給食
の活用」「地域との連携による農業体験活動」
等の取組を行っています。 

　この度、国の指定を受けたのを機会に、町

民の皆さんにも食育の大切さを知っていただ

くために、食育講演会を次の日程で開催する

ことになりました。今回の講師先生は、元高
知県南国市教育長の西森善郎氏です。先生は
教育長時代に、南国市の学校給食に地元の棚

田米を導入することに力を注がれ、教育の観

点から全国に食育を進められた方です。この

機会に、食育について学習しませんか。 

　保護者の方はもとより、町民の皆様方、多

数のご参加をお待ちしています。 

食育講演会食育講演会のお知らせお知らせ 食育講演会食育講演会のお知らせお知らせ 食育講演会のお知らせ 

　10月19日福原ふれあいセンターにて地域

の山や川といった、自然の資源を活用した

自然体験活動から起きる地域の元気作りに

ついての講演会を実施いたします。 

　講師は、日本で最初の自然学校を設立した、

ホールアース自然学校代表の広瀬敏通氏です。 

  上勝町を元気にさせる、新たな手法を提案

いたします。 

■実施日　10月19日（火） 

■時　間　18時～20時 

■開催場所　福原ふれあいセンター 

■参加費　無料 

■主　催　かみかつ里山倶楽部 

■共　催　徳島大学上勝学舎・上勝町 

 

環境学習環境学習・自然体験然体験 
活動活動シンポジウム 
環境学習環境学習・自然体験然体験 
活動活動シンポジウム 
環境学習環境学習・自然体験然体験 
活動活動シンポジウム 
環境学習・自然体験 
活動シンポジウム 

シンポジウムのお知らせ 
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県立図書館の本を上勝町で借りることができるサービスで、上勝町教
育委員会が取り次ぎ施設となっています。 
ご利用方法などについては、下記へお問い合わせください。 

上勝町教育委員会　�45－0111　IP050－3438－7311

インターネットで徳島県立図書館の 
本の取り寄せができるようになりました 

■予約受付先　上勝町診療所 
 
■予約受付日時 
　10月4日（月）から8日（金）までの 
　診療時間内 
 
■費用 
　中学生以上　2,600円（1回接種） 
　小学生まで　1回1,000円（2回接種） 
　65歳以上　 1回1,300円（上勝町民に限る） 

インフルエンザ 
予防接種の 

予約を受付します 
■日　時　10月24日（日）12時30分集合 
■場　所　福原農村公園テニスコート 

■要　項　町内に在住する者、もしくは町 
内の事業所などにおいて勤務す
る者が作るチームであれば、年齢、
男女混合などいずれの制約も受
けません。なお、試合はダブル
ス戦とします。 

■参加申込み 
　10月18日（月）までに教育委員会まで名
簿を提出すること。 

テニス大会の 
開催について 

●お申し込み・お問い合わせ　　上勝町教育委員会まで 

英 会 話 教 室  

■開講日　10月 7 日（木） 
14日（木） 
21日（木） 
28日（木） 

■時　間　初級クラス　午後7時～8時 
上級クラス　午後8時～9時 

※両クラスを継続して受講することもできます。 

■場　所　　高鉾公民館 
■受講できる方　 
上勝町内に住所を有する方 
上勝町内に勤務されている方 
■受講料　無料 
 

　10月の英会話教室の実施予定は下記のとおりです。 

上勝町体育協会主催 
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高齢者教室ご案内 高齢者教室ご案内 高齢者教室ご案内 

■と　き   10月7日（木） 
午前9：30～午後3：00 

■ところ　傍示体育館 

■内　容　午前の部　高齢者教室運動会 

　　　　　午後の部　ビデオを楽しもう 

「がばいばあちゃん」 

■参加料　無　料 

■運動のできる服装でおいでください。 

■高齢者教室は年齢に関係なくどなたでも参

加できます。 

■熱中症対策として、汗ふきのタオルと水分

補給の水筒等をご持参ください。 

■福祉バス　8時30分に福川を出発します。

■と　き   10月29日（金） 
午前9：30～午後3：00 

■内　容（場所） 

午前の部（於：旭基幹集落センター） 

健康講座「健康いきいき」 

講師：徳島大学　藤井智恵子先生 

午後の部（於：上勝中学校）　 

地域交流講座 

「上勝中学生としめ縄作り」 

■参加料　無　料 

■高齢者教室は年齢に関係なくどなたでも参

加できます。 

■福祉バス　8時30分に八重地を出発します。 

お問い合わせ先　上勝町教育委員会　�0885－45－0111

　
十
月
十
八
日（
月
）か
ら
二
十

四
日（
日
）ま
で
は「
行
政
相
談
週

間
」
で
す
。 

　
行
政
相
談
は
、
国
な
ど
の
行
政

に
関
す
る
苦
情
や
要
望
、
意
見
な

ど
を
聞
い
て
、
そ
れ
ら
の
解
決
を

図
り
、
行
政
運
営
の
改
善
に
反

映
さ
せ
る
も
の
で
す
。 

　
行
政
相
談
週
間
は
、
こ
の
制
度

を
広
く
国
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

全
国
一
斉
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で

す
。 

　 本
町
で
は
、 

■
週
間
中
に
相
談
所
を
開
設
す

る
場
合
…
こ
の
行
政
相
談
週
間

中
に 

■
週
間
前
に
相
談
所
を
開
設
す

る
場
合
…
こ
の
行
政
相
談
週
間

に
先
立
ち 

■
週
間
後
に
相
談
所
を
開
設
す

る
場
合
な
ど
…
こ
の
行
政
相
談

週
間
の
一
環
と
し
て 

　
行
政
相
談
委
員
が
、
徳
島
行

政
評
価
事
務
所
の
支
援
の
も
と
、

次
の
と
お
り
行
政
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。 

　
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情

が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
、
こ
う
し
て

ほ
し
い
、
役
所
の
説
明
や
処
置
に

納
得
が
い
か
な
い
、
ど
こ
に
相
談

し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
制
度

や
仕
組
み
が
分
か
ら
な
い
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
　

　
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。 

 

行
政
相
談
所 

■
日
　
時 

　
十
月
二
十
八
日（
木
） 

　
十
三
時
〜
十
六
時
三
十
分 

■
場
　
所
　
高
鉾
公
民
館 

■
担
当
行
政
相
談
委
員
　 

　
長
木
　
和
子
さ
ん
　 

■
相
談
内
容（
例
） 

①
道
路（
道
路
標
識
の
見
直
し
、

凸
凹
の
解
消
な
ど
） 

②
登
記（
相
続
の
と
き
の
登
記
方

法
な
ど
） 

③
年
金（
年
金
記
録
の
確
認
手
続

き
、
遺
族
年
金
、
国
民
年
金

の
受
給
手
続
き
な
ど
） 

④
窓
口
相
談 

⑤
そ
の
他（
○
○
制
度
を
教
え
て

ほ
し
い
な
ど
） 

ご
相
談
は
お
気
軽
に 

「
行
政
相
談
週
間
」

「
行
政
相
談
週
間
」 

「
行
政
相
談
週
間
」

「
行
政
相
談
週
間
」 

「
行
政
相
談
週
間
」 

第3回 第4回 
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上記以外のその他の品種は町、ＪＡ東とくしま上勝支所に相談ください。 

　
香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業
の

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
要
望

さ
れ
る
方
は
、
平
成
二
十
二
年

十
一
月
十
九
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
上
勝
支
所
に
申
込
く

だ
さ
い
。 

 

対
　
象 

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

町
奨
励
品
種
の
香
酸
柑
橘
苗

木
を
購
入
す
る
場
合
。 

町
奨
励
品
種
に
つ
い
て
は
、 

す
だ
ち
（
本
田
系
、
徳
島
１

号
、
そ
の
他
） 

ゆ
　
ず
（
木
頭
７
号
、
山
根
、

そ
の
他
） 

ゆ
こ
う
　
と
す
る
。 

そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
町
が

奨
励
品
種
と
認
め
る
も
の
と

す
る
。 

②
国
・
県
等
補
助
事
業
の
採
択

に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

二
十
本
以
上
の
植
え
付
け
を

実
施
す
る
者
。 

③
認
定
農
業
者
及
び
そ
の
他
農

業
者 

助
成
費 

①
認
定
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内 

②
そ
の
他
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内 

 

条
　
件 

①
事
業
実
施
前
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ

東
と
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提

出
す
る
こ
と
。 

②
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す

る
こ
と
。 

③
事
業
完
了
後
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
完
了
書
に
必
要

資
料
を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。（
添
付
資
料
　
納

品
写
真
、
植
え
付
け
完
了
写

真
、
領
収
書
） 

 

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
産
業
課 

■
申
込
先 

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所 

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金 

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業 

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業 

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業 

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金 

彩
農
業
等
育
成
事
業

彩
農
業
等
育
成
事
業 

彩
農
業
等
育
成
事
業

彩
農
業
等
育
成
事
業 

彩
農
業
等
育
成
事
業 

　
彩
苗
木
購
入
補
助
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
要
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
二
十
二
年
十
一
月

十
九
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
に
申
込
く
だ
さ
い
。 

 

対
　
象 

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

多
年
生
の
彩
苗
木
等
（
別
表
）

を
導
入
す
る
場
合
。 

品
種
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
東

と
く
し
ま
上
勝
支
所
ま
た
は

�
い
ろ
ど
り
と
協
議
の
こ
と
。 

②
個
人
が
彩
の
販
売
を
目
的
と

し
て
購
入
し
た
苗
木
等
で
、

苗
木
等
購
入
費
が
二
〇
、
〇

〇
〇
円
以
上
の
場
合
。 

※
単
年
ご
と
の
花
な
ど
は
対
象
外
。  

助
成
費 

①
認
定
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内 

②
そ
の
他
農
業
者 

　
苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内 

 

条
　
件 

①
同
じ
品
目
へ
の
助
成
は
、
年

度
中
に
一
度
と
す
る
。 

②
上
勝
町
内
の
農
地
等
で
事
業

を
行
う
場
合
に
限
る
。 

③
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
購
買
課
を
通
し

て
実
施
す
る
こ
と
。 

④
事
業
実
施
前
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。 

⑤
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一

日
ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す

る
こ
と
。 

⑥
事
業
完
了
後
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
完
了
書
に
必
要
資
料

を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
に
提
出
す
る
こ

と
。（
添
付
資
料
　
納
品
写
真
、

植
え
付
け
完
了
写
真
、領
収
書
） 

 

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先 

　
役
場
産
業
課 

■
申
込
先 

　
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所 

なんてん 

青もみじ
 

 

赤もみじ 

ふきのとう 

柿
 

 

うめ 

くり 

 

さくら 

 

もも 

はす葉 
はす軸 

花ゆず 

黄金クジャクヒバ 

姫南天 

いろはもみじ 
おおもみじ 

血汐・のむら 

やつがしら 

富有・次郎　等 
紅葉専門品種 

小梅・鶯宿・南高　等 

銀寄　等 

染井吉野・敬翁桜 

カイドウさくら 
八重さくら　等 

花がピンク系の品種のみ 

はす芋 

 

 

 

 

 

葉を出荷目的とする品種
 

 

花を出荷目的とする品種 

葉を出荷目的とする品種 

 

 

 

赤色は除外 

葉及び軸を出荷
 

 

花を出荷目的柚苗木 

商品名等 事業対象品種等 備　　考 
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国民年金の給付には、3種類の基礎年金があります 

①老齢基礎年金 

　老齢基礎年金は、保険料を納めた期間や保険料免除期間などが、原則として25年以上あると
65歳から受給できます。 
　年金額は、20歳から60歳までの40年間（480月）すべて保険料を納めている場合に、満額の 
792，100円（平成22年度）となります。 
　なお、保険料を納めていない期間や保険料免除期間がある場合は、その期間に応じて減額され

た年金額となります。 

②障害基礎年金 

　国民年金の加入中等に初診日がある病気やケガなどで障害の状態になったとき、障害認定日（初
診日から１年６か月を経過した日またはその期間内に症状が固定した日）において、障害等級の
１級または２級に該当した場合は、障害基礎年金を受けることができます。 
　ただし、初診日の前日において、初診日の属する月の前々月までの被保険者期間のうち、保険

料納付済期間と免除期間（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期間が３分

の２以上必要となります。（初診日が平成28年３月31日以前にあるときは、特例として初診日の前々

月までの直近の１年間に保険料の未納がなければよいことになっています。） 

　なお、20歳前に初診日のある病気やケガによって障害の状態になった方は、障害等級の１級ま

たは２級に該当すれば20歳から（障害認定日が20歳以後の場合は、障害認定日から）受給できます。

ただし、この場合本人に一定額以上の所得や他年金の受給がある場合、支給が制限されます。 

③遺族基礎年金 

　遺族基礎年金は、次のいずれかの方が亡くなられたときに、その方によって生計を維持されて

いた「子のある妻」または「子」に支給されます。 
①国民年金の被保険者 
②国民年金の被保険者であった方で、日本国内に住所がある60歳以上65歳未満の方 
③老齢基礎年金の受給権者、または受給資格期間を満たしている方 
　ただし、①②の場合は、死亡月の前々月までの被保険者期間のうち、保険料納付済期間と免除
期間（若年者納付猶予期間・学生納付特例期間を含む）を合わせた期間が3分の2以上必要となり
ます。（平成28年３月31日以前に死亡された場合は、死亡月の前々月までの直近の１年間に保険

料の未納がなければよいことになっています。） 

　遺族基礎年金の額は、「子のある妻」が受ける場合、基本額（792,100円）に子の加算額（１人

目と２人目の子はそれぞれ227,900円、３人目以降は１人につき75,900円）を加えた額です。 

※「子」とは、18歳到達年度の末日までの子、もしくは20歳未満で１級・２級の障害の状態にある子をいいます。 

【その他】第１号被保険者の独自給付として、付加年金、寡婦年金、死亡一時金、短期在留外国人の脱退 
一時金などがあります。 
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後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 後期高齢者医療制度 

保険料納付のお知らせ 
納付書※が届いている方は，納期までに必ず納めてください。 
（※ホッチキス止めした赤色文字の納付書で頭部に▽と○状の穴が空いています｡） 
 
　後期高齢者医療制度は、公費や後期高齢者支援金のほか、被保険者一人ひ
とりに納めていただく保険料で運営されています。 
 

平成22年度の普通徴収（口座振替、直接納付の方）納期 
 
 
 
 
 

　納期限は各月の末日になります。ただし、その末日が土曜日、日曜日及び 
休日（祝日）の場合は、次の平日が納期限となります。 
なお、口座振替登録者は、納付書は付いておりません。 
 
 

　災害等により重大な損害を受けたときや、その他の特別な事情により保険料を
納めることが困難な方については、保険料が減免となる場合がありますので、お
早めにご相談ください。 

1期 2期 3期 4期 5期 6期 7期 8期 

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 

保険料の納付が困難な場合などはご相談ください。 

　被保険者証について 
　被保険者証（1人に1枚交付）は、75歳になる誕生日までに、お送り（書留郵便）します。 
 
　障害認定について 
　新たに障害者手帳等の交付を受けられる65歳以上75歳未満の方が、後期高齢者医
療制度に加入する場合は、障害者手帳等交付申請時に後期高齢者医療障害認定申請
手続を行ってください。 
　なお、すでに障害認定を受けられている方については、障害者手帳等の更新は必ず
有効期限内に行ってください。 
 
　健康診査の受診は、お早めに 
　現在、健康診査の対象となる方にお送りしております健康
診査受診券には、有効期限があります。 
　受診券の有効期限（今年12月末日）をご確認の上、必ず有
効期限内に上勝町診療所等にて受診するようにしてください。 

上勝町住民課 �　　0885－46－0111 
ＩＰ電話　050－3438－8071

お問合せ先 
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障害者等障害者等に対するに対するNHKNHK放送受信料放送受信料の免除申請免除申請についてについて 障害者等障害者等に対するに対するNHKNHK放送受信料放送受信料の免除申請免除申請についてについて 障害者等に対するNHK放送受信料の免除申請について 
※ 平成20年10月1日から施行されています。 

�障害者手帳（身体障害者手帳、療育手帳、精
神障害者保健福祉手帳）をお持ちの方が、　世
帯構成員であり、世帯全員が町民税非課税の場
合に、申請により受信料が全額免除されます。 
�公的扶助受給者（生活保護法に定める扶助を受
けている場合等）は、申請により受信料が全額
免除されます。 

概
　
要 

全額免除 1 半額免除 2

�視覚・聴覚障害者が世帯主の場合に、申
請により半額免除となります。 
�重度の障害者（身体
障害者、知的障害者、
精神障害者）が世帯
主の場合に、申請によ
り半額免除となります。 

①申請書に必要事項を記入してください。  
（申請書はＮＨＫ、役場住民課または支所の窓口
にあります。）  
（受信契約がお済みでない方は受信契約もあわせ
てお申し込みください。） 

 
 
②役場住民課または支所に申請書を提出し、
免除事由の証明を受けてください。 
（半額免除はＮＨＫの窓口でも受け付けます。詳
細はＮＨＫまでお問い合わせください。）  

 
 
③証明を受けた申請書をＮＨＫに提出 
　（郵送）してください。  
【郵送先】　〒770-8544  

徳島市寺島本町東1-28  
ＮＨＫ徳島放送局　営業部  

 
 
④ＮＨＫで免除事由確認のうえ、折り返し 
　「受理通知書」をお届けします。  

＊受信料免除事由が消滅したときは、すみやかにＮ
ＨＫまでご連絡ください。  
＊ＮＨＫでは、免除制度の適正な運用のため、定期
的に受信料免除事由の継続状況について、自治体
の協力を得て調査を行っています。調査の結果、
免除に該当しなくなった場合は、ＮＨＫより受信
料免除を解消する旨ご連絡いたします。  
＊お引っ越しによる住所変更など、記載内容に変更
があったときは、ＮＨＫまでご連絡ください。 

受信料免除の申請手続きについて 免除に該当しなくなったときには  

放送受信契約のお申し込みや転居のご連絡  
フリーダイヤル　0120－151515 
受信料についてのお問い合せ  
ナビダイヤル　0570－077－077 
受付時間：午前9時～午後10時［土・日・祝日は午後8時まで］  
ＩＰ電話をご利用のお客様で上記のフリーダイヤル・ 
ナビダイヤルをご利用になれない場合は  
�044-871-8445　または　�06-6910-3315  
受付時間：午前9時～午後9時［土・日・祝日は午後8時まで］  

【お問合せ先】ＮＨＫ視聴者コールセンター  

有料道路有料道路における障害者障害者（半額）割引制度割引制度 有料道路における障害者（半額）割引制度 
対象障害者の範囲 
�　障害者本人が運転する場合 
　身体障害者手帳の交付を受けている人であ
れば、どなたでも対象になります。  

�　障害者本人以外の人が運転し、障害者本人が 
同乗される場合 
　身体障害者手帳または療育手帳の交付を受
けている人で、重度の障害者  

対象自動車の範囲 
�　障害者1人につき1台です。  
�　自動車の所有者は本人、家族、常時介護をし 
ている人で、個人名義（自家用）の車に限ります。 

手続きに必要なもの 
ＥＴＣを利用しない場合 
①身体障害者手帳 
　または療育手帳  
②自動車車検証  
③運転免許証（障害者本人が運転する場合のみ） 

ＥＴＣを利用の場合 
①身体障害者手帳または療育手帳  
②自動車車検証  
③運転免許証（障害者本人が運転する場合のみ）  
④ETCカード（本人名義） 
⑤ETCカード車載器セットアップ申込書・証明書 

手続き先　上勝町住民課（�46－0111、ＩＰ050－3438－8071） 

免除 
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今 月 の 納 税 今 月 の 納 税 

後期高齢者医療保険料　 ２期分 

国民健康保険税 　３期分 
介 護 保 険 料 　３期分 

納期限　平成22年11月1日 

心配ごと相談  心配ごと相談  

10月28日(木)　13時～16時30分 

　高　鉾　公　民　館 
　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相
談についてもお気軽にご相談ください。 
※下記の登記無料相談を受けられたい方は、
事前に町内で開催される心配ごと相談所
へご相談いただくか、直接下記へご相談
いただくことも可能です。 

登記無料相談  登記無料相談  

10月23日(土)　９時～正午 
※毎月第４土曜日９時～正午まで開催 

小松島市総合福祉センター 

 
町 県 民 税 　２期分 
後期高齢者医療保険料　 ３期分 

国民健康保険税 　４期分 
介 護 保 険 料 　４期分 

督促状の出るもの 

　納期限は９月30日でしたが、まだ未納の
方が見受けられます。未納者には10月20日
に督促状を送付します。早急に納めてくだ
さい。 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

廃タイヤ・廃バッテリーの収集 
粗大ごみ、家電製品（テレビ・エ 
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収 

毎週日曜日　７時30分～14時 
日比ヶ谷ゴミステーション 
　廃タイヤ・廃バッテリー 
　…１㎏まで毎に100円 
　家電製品……有料 

シーズ相談支援事業部 

�0884ー24ー3366

障害者生活支援相談障害者生活支援相談 障害者生活支援相談 

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付け
ています。障害者手帳の取得、補装具、住宅
改修、居宅サービス等どんなことでもお手伝
いいたしますので、お電話お待ちしています。 
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催
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つ
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ム 

　
　
　
　

　
　
　
　
の
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催
開
催
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田
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ン
ポ
ジ
ュ
ウ
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の
開
催
に
つ
い
て 

■
日
　
時
　
十
一
月
八
日（
月
） 

　
　
　
　
　
十
九
時
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ら 

■
場
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上
勝
町
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ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■
講
　
師
　
浅
田
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氏 

（
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県
Ｎ
Ｐ
Ｏ
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人
大
山
千

枚
田
保
存
会
事
務
局
長
） 

■
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第
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七
回
全
国
棚
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千
枚
田
）

サ
ミ
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実
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（
上
勝
町
役
場
産
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課
内
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町
民
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

◆身体障害者巡回相談のお知らせ◆ 
　障害の状況や遠隔地である等の理由により、障害者相談支援センター
に直接来所できない方を対象に、次の地域に出向いて巡回相談を行い
ます。この機会にご相談ください。 

1．相談内容　～このような時にご利用ください～ 
★身体障害者の補装具費の支給（義足・補聴器等）を受けたい 
★身体障害者の施設の情報を知りたい 
★身体障害者福祉の諸制度について知りたい 

2．日程 
 

 

 
 
3．注意事項 
完全予約制になっておりますので、上勝町役場住民課（�46―0111）
へ申込をしてください。 

4．費用　無料 
5．問い合わせ先 
徳島県障害者相談支援センター　�088―631―8712

開催日 

10月29日 

11月15日 

曜日 

金 

月 

相談科目 

耳鼻科 

整形外科 

場所 

勝浦町住民福祉センター 

徳島赤十字ひのみね総合療育センター 

受付時間 

午前10時～10時30分 

午後2時～3時 

■
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催
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付
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会 
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出荷 
記録 

入荷 
記録 

出荷 
記録 

入荷 
記録 

生産者 卸売業者 消費者 小売業者 
外 食 店 

・商 品 名：○○○○ 
・入出荷日：○年○月○日 
・取引先名：○○食堂○○店 
・数　　量：５㎏×10袋　等 
・産　　地：「国産」 

国産米： 
「国産」等 

外国産： 
「○○国産」 

問題が発生した場合の 
流通ルートの速やかな特定と回収 

産地情報を 
一般消費者にまで伝達 

トレーサビリティ 
平成22年10月1日より 

産地情報伝達 
平成23年7月1日より 

■お問い合わせ先　徳島市中昭和町2丁目32番地 
徳島農政事務所　食糧部　計画課　�088－622－6133 

米トレーサビリティ法についての詳しい情報は、下記のホームページをご覧ください。 
http://www.maff.go.jp/j/soushoku/keikaku/kome_toresa/index.html

　平成22年10月1日から「米トレーサビリティ法」が一部施行されます。  
　「米トレーサビリティ法」とは、米及び米加工品の記録（取引等の記録の作成・保存）と伝達（産地情報
の伝達）を義務付ける法律です。 

※米トレーサビリティ法：米穀等の取引等に係る情報の記録及び産地情報の伝達に関する法律（平成21年法律第26号） 

米トレーサビリティ法がスタートします 米トレーサビリティ法がスタートします 米トレーサビリティ法がスタートします 

�現在、父子家庭のみなさまに対する児童扶養手当支給の申請を受け付けています。 

�平成22年8月1日から、父子家庭のみなさまにも児童扶養手当が支給されます。 
　手当の支給にあたっては、必ず役場住民課へ申請が必要です。 

�平成22年11月30日までに忘れずに手続きをしてください。11月30日を過ぎると、申請の翌月から
の支給になりますので、ご注意ください。 

■お問い合わせ先　役場住民課　　TEL　0885－46－0111　IP　050－3438－8071

父子家庭のみなさまにも 
児童扶養手当が支給されます！ 

お忘れでは 
ありませんか？ 

（平成22年8月～11月分の手当の支給は、同年12月となります） 

■商工会のプレミアム付き商品
券町内27店舗で使えます 
■１割お得な　商品券　まだご
利用ない方は是非どうぞ 

見本 10月の秋祭秋祭りに 
是非是非ご利用利用ください 
10月の秋祭秋祭りに 
是非是非ご利用利用ください 
10月の秋祭りに 
是非ご利用ください 
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戸籍の窓口 
平成22．９．１現在 

前月比 

正　木　610人(△２) 
傍　示　354人(△２) 
福　原　283人(△１) 
生　実　333人(　０) 
　旭　　383人(△２)

257戸(　３) 
151戸(　０) 
133戸(　１) 
146戸(　０) 
180戸(　０)

ありがとうございました 
（敬称略） 

平成22年　8月の視察来町者数 

28件 330名 

人　口　　　　1,963人 (△７) 
　男　　　　　   932人 (△３) 
　女　　　　　1,031人 (△４) 
世帯数　　　　　867戸 (　４) 

高齢化率　　　49.31％ 

彩保育園 
品　　名 

お 菓 子  

お 菓 子  

厚 紙  

放水体験・消防車見学 

駐 車 場 貸 与  

お 菓 子  

樽 修 繕  

住 所  

旭 

傍 示  

正 木  

正 木  

正 木  

正 木  

旭 

氏　　名 

下 岡 卓 司  

山 西 卓 然  

谷 口 哲 也  

藤 川 消 防 分 団  

古 請 誠 一  

鳥 海 進 一  

古 家 英 行  

上勝幼稚園 
品　　名 

お 菓 子  

放 水 体 験  

芋のつる返えし体験・赤飯 

住 所  

傍 示  

正 木  

旭 

氏　　名 

山 西 智 子  

藤 川 消 防 分 団  

市 宇 よ ろ ず 会  

5

　晩茶と初めて出会ったのはこの4月、上勝に来た初日のことでした。
晩茶？番茶じゃなくて？緑茶とどう違うの？と思いながら湯飲みを口
に運んだときに、緑茶とは全く違うやわらかい葉の香りがして、優しい
味だなと感じたのが第一印象でした。 
　それ以来お茶といえば晩茶ばかりを飲み続け、7月には上勝の夏の風
物詩との噂のお茶摘みを経験させていただきました。町内･町外の老若
男女が集まって行う茶摘みはなんだかにぎやかで、「このうちが終わっ
たら次はうちで摘んでもらうんやー」というように農家さん同士のつ
ながりも見ることができました。 
　お盆前に上勝に来た両親もお土産の晩茶を気に入ってくれ、定期的
に送ってとまで言ってくれたのが嬉しかったです。まだ自分ではなか
なか黄金色の綺麗なお茶が入れられないのですが、先日は晩茶を使っ
た草木染を体験させていただき、晩茶の色をＴシャツに閉じ込めてみ
ました。これからも知り合いを上勝に呼びながら、このＴシャツを着て
晩茶をアピールしていこうかなと思ってます。 

（神田やよい） 
かん だ 

（敬称略） 

つつしんで 
ご冥福をお祈りします 

山田　静江　92歳（生実） 
清井　保央　85歳（　旭　） 
森本　福實　84歳（正木） 
山上　公子　85歳（正木） 

日　　時  
10月３日（日） 
10月５日（火） 
10月７日（木） 
10月９日（土） 
10月11日（月） 
10月13日（水） 
10月15日（金） 
10月17日（日） 
10月19日（火） 
10月21日（木） 
10月23日（土） 
10月25日（月） 
10月27日（水） 
10月29日（金） 
10月31日（日） 
11月２日（火） 

救急病院名 
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
上 勝 町 診 療 所  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
上 勝 町 診 療 所  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  
勝 浦 病 院  

上勝町診療所　�44－5010 
勝 浦 病 院　�42－2555

平日18時～翌朝9時　休日19時～翌朝9時 

夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表夜間救急当番表 夜間救急当番表 

インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネーネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サー電話サービスの入会の入会・お問い合せ窓口お問い合せ窓口 インターネット及びＣＡＴＶ・ＩＰ電話サービスの入会・お問い合せ窓口 
故障かな？と思ったら下記までお問い合せください。 

株式会社ＮＴＴ西日本‐四国　地域情報センタ 
ＴＥＬ0120－960－138　ＩＰ050－3438－9877　受付時間9:00～17:00（平日） 
土・日・祝祭日は留守番電話にてご用件を承ります。連絡先・氏名等は必ずお知らせください。 

　上勝町でも赤十字奉仕団および各地域の役員 
の方を通じて各戸へ募金をお願いに伺います。 
　集められた募金は、社会福祉協議会を通じて、 
一人暮らしや寝たきりのお年寄り、障害のある人や子どもたちが安心し
て暮らせるように地域の様々な福祉活動に役立てられています。 
温かい善意をお寄せいただけますようご支援・ご協力をお願いします。 

共同募金会上勝支会・上勝町社会福祉協議会 

地域の福祉　みんなで参加 

全国赤全国赤い羽根共同募金運動羽根共同募金運動が始まります！ 全国赤全国赤い羽根共同募金運動羽根共同募金運動が始まります！ 全国赤い羽根共同募金運動が始まります！ 

10月1日（金）～12月31日（金） 

訂正のお知らせ　９月号広報「よう
こそ上勝へ！！」（Ｐ20）の記事中「康
寛君」とあるのは、「泰寛君」が正し
い名前です。深くお詫び申し上げます。 

ご結婚おめでとう 

｝ 森積　昭仁（生実） 
新宮　　恵（徳島市） 


